
石 岡 市 新 庁 舎 建 設 工 事 
平成30年10月 完成予定 

【進捗状況 No.07】 
平成30年4月24日現在 

【作業状況】 
３階床梁のコンクリート打設工事と並行して、 
躯体工事が完了している下層階では、支保工を 
撤去し内装工事の準備を行っています。 

【３階床梁のコンクリート打設】 
 現在は３階床のコンクリートを打設しています。 
 打設範囲が広いため、４回に分けて打設工事を 
 行います。 

(北) (南) 

現在、３階床梁のコンクリート打設工事を

行っており、下層階では支保工の撤去作業

を進めています。 

３階床工事の後は、鉄骨屋根の工事に入る

予定です。 

3階床梁のコンクリート打設  
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２Ｆ 

３Ｆ 

Ｂ１Ｆ    

【２階床コンクリート打設の様子】 
 ３階床のコンクリート打設工事は４月下旬～５
月上旬に行います。打設範囲が広いため、４回に
分けて打設工事を行います。 

４月下旬～５月上旬にかけて、３階床梁の

コンクリート打設工事を行い、並行して下

層階では支保工の撤去作業を進めています。 

３階床工事の後は、鉄骨屋根の工事に入る

予定です。 

（支保工撤去前） 
 型枠を支えるため、数えきれないほどの支保工 
 が設置されていました。 

（支保工撤去後） 
 躯体工事が完了した下層階では、支保工を撤去 
 し、内装工事の準備を始めています。 

【地下１階の様子】 

【全景（平成30年4月24日）】 



【プレストレストコンクリートの導入】 
 プレストレストコンクリートとは、梁の中に通し
た鋼線を緊張させ、伸ばされた鋼線が戻る圧縮力に
よって、強度が増したコンクリートです。 
 引張強度に弱いというコンクリートの欠点を補う
ことで、大スパンの執務空間を確保することができ
ます。新庁舎の大梁には、このプレストレストコン
クリートを導入しています。 

  建設現場見学会を開催しました。 

 平成３０年２月２５日（日）に市民の方を対象とした建設現場見学会を開催しました。当日は、２１名
の方が参加され、施工者からの説明を聞きながら建設中の新庁舎を見学しました。 

【現場事務所の紹介】 
 建設現場の一角には２階建ての現場事務所が設置されており、作業員が休憩をしたり、打合せを行っ
たりしています。現在は約７０～８０人の作業員が現場で作業をしており、工事内容によって、様々な
工種の作業員が現場に入ります。新しく現場へ入る作業員に対しては、この現場事務所で、安全・品
質・環境など、現場でのルールについてしっかり教育を行っています。 

プレストレスの作業工程 

①鋼線を通したシース管という管を梁の中に設置 

②梁にコンクリートを打設、養生 

③ジャッキで鋼線を引っ張り、端部を固定（緊張） 

④シース管内をグラウトで充填させる 

シース管 
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【天井の木架構】 
 １階正面エントランス 及び ３階の天井は、木架構を表しにした特徴的な構造になります。複雑な構造 
 をしているためモックアップ(模型)を製作し、施工方法や仕上がりの確認をしています。 

エントランスホール(イメージ) 


